
令和 7年度第 1回村長定例記者会見 質疑応答発言要旨 
（日 時︓令和７年 5月 30日（金）午後２時～３時／会 場︓東海村役場 庁議室） 

 
※ 村長急用のため，副村長が代理して定例記者会見を行いました。 

今回の記者会見で発表した内容に関する質疑応答 

記 者︓ 常磐大学との連携については，どのようなニーズに対して，またどんな期待を込めてのものか。 
副村長︓ 現在，東海村では，こども・わかもののまちづくりを推進している。今年度の組織改編においても地域戦略

課に「こども・わかもの政策担当」という新たな部署を設けた。こども・わかものへの郷土愛醸成や「こども・わ
かものがまちづくりの主体になれるんだよ」といった意識付けに取り組んでいるが，その中で，常磐大学の学
生の皆さんにもまちづくりに参画していただくことなどを目的に，今回協定締結を行う。 

 
記 者︓ 例年夏開催だった東海まつりを 10 月にずらしたのは，村で初めてか。 
副村長︓ 詳細に調べている訳ではないが，大きな事業として時期をずらしたのは恐らく初めて。また，開催時期につ

いては東海まつり実行委員会が決めているため，村がそこに関わって時期をずらそうと提案した訳ではない。 
 
記 者︓ 同窓会補助金は，U ターンも狙いとしているか。 
副村長︓ この補助金では，郷土愛を醸成し，関係人口の創出を図ることを目的としている。もちろんUターンもその

目的の一つ。 
 
記 者︓ 合葬式墓地についてニーズがあるとの話であったが，地域から要望が上がってきたなど背景の部分につ

いて詳しく聞きたい。 
副村長︓ アンケート等を実施し，その中で合葬式墓地についての要望が多かった。また，議会でも合葬式墓地の

設置についての質問が出ており，現在設置に向けた取り組みを進めている。 
 

記 者︓ アンケート実施時期と対象，結果を聞きたい 
副村長︓ 資料を持ち合わせていないため，詳細は担当部署（環境政策課）に聞いてほしい。 

 
記 者 ︓ デマンドタクシーAI 配車システム導入後，見えてきた課題や解決に向けすでに動き出していることはあ

るか。 
副村長︓ 課題については，現在のところ私のところまで報告としては上がっていきていない。なお，今月，公共交通

会議が行われるが，もしかしたらその場で課題についての話が上がるかもしれない。 
 
記 者︓ 同窓会開催支援補助金の年齢要件は，なぜ 20 歳ではなく 21 歳以上からなのか。 
事務局︓ はたちの集い開催時に，８割・9 割の若者が東海村に戻ってきている。村はその続きを支援することによっ

て，村を懐かしむ想いを続けてほしいとの想いがあるため，年齢要件を 21歳以上としている。 
 



記 者︓ なぜ令和９年度から年齢制限が 21 歳～３９歳以下に変わるのか。 
事務局︓ 70 周年事業期間（令和６年度～令和８年度）については，70 周年を記念して， 39 歳以上にも

対象を広げている。 
 

記 者︓ 少子化対策の観点から，出会いの場の創出などの目的もあるか。 
事務局︓ 他の自治体では結婚支援を目的に実施しているところもあるが，村は郷土愛の醸成やＵターンの促進を

狙いとしている。この補助金をきっかけに村で同窓会を開き，たとえ村に住んでいなくても，村に愛着を持つ
関係人口の創出につながるものと考えている。 

 
記 者︓ 同窓会開催支援補助金の回数制限(年１回までなど)と，年齢の基準日は申し込み時点か同窓会開

催時点なのか教えてほしい。また，同学年でも年齢が違うことがあると思うが，その場合も対象となる
か教えてほしい。 

事務局︓ 補助金は年度で区切られる。１学年が単位になる。また，同じ団体が申請できるのは，年度あたり１回。 
 

記 者 ︓ 同窓会開催支援補助金についてだが，東海村在住者も対象となるか，それとも村外から帰省した人
が対象となるのか。また，年齢要件が満 21 歳以上というのは，はたちの集い参加者は対象にならな
いとの解釈でよいか。 

事務局︓ はたちの集い参加者は 20 歳となる年齢なので，その翌年からが対象となる。市町村によっては住所要件
を定めているところもあるが，村では住所の要件は定めていないため，村内在住者のみの同窓会でも要
件を満たしていれば対象となる。 

 
記 者 ︓ 街の住みここちランキング５年連続２位とあるが，どのような政策が実を結んた結果だと考えているか。 
副村長︓ 子育て支援や医療費の無料化，非常に小さい村であるため色々なものがコンパクトに集まり(村の中心に

鉄道が通っている/駅を中心に様々な施設があるなど)，それが住み心地のよさに繋がっているのではと思う。 
事務局︓ この調査を実施した大東建託のホームページにも記載あるが，実際住んでいる方を対象に，47 個の評

価項目に基づいて審査された。小・中学校など教育の充実度，公園や緑地の充実度などといった行政サ
ービスが評価されている。また，親しみやすさや地域のつながり，地元出身でない人のなじみやすさなどが
高い評価を受け，２位という結果に繋がっている。詳細は，大東建託に問い合わせてほしい。 

 


